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６
月
号 

 

第
58
回

神
無
一
族
の
氾
濫 

 

担
当 

神
無
七
郎 

☆
今
回
の
お
題
は
「
成
の
改
変
」
。

「
成
」
の
規
則
が
今
の
将
棋
と

異
な
る
異
世
界
の
詰
将
棋
を
、

今
回
の
出
題
作
を
通
し
て
体
験

し
て
く
だ
さ
い
。 

①
協
力
詰 

99
手 

神
無
七
郎 

 

持
駒 

歩
18 

15
歩
、
同
玉
、
35
飛
、
25
金
、 

16
歩
、
14
玉
、
15
歩
、
13
玉
、 

14
歩
、
同
玉
、
34
飛
、
15
玉
、 

16
歩
、
同
金
上
、
35
飛
、
14
玉
、 

15
歩
、
同
銀
、
34
飛
、
25
玉
、 

35
飛
、
26
玉
、
27
歩
、
同
金
寄
、 

36
飛
、
25
玉
、
26
歩
、
同
銀
、 

35
飛
、
14
玉
、
15
歩
、
同
金
、 

34
飛
、
25
玉
、
35
飛
、
16
玉
、 

17
歩
、
同
銀
生
、
36
飛
、
25
玉
、 

26
歩
、
同
金
上
、
35
飛
、
14
玉
、 

34
飛
、
15
玉
、
35
飛
、
25
金
、 

16
歩
、
14
玉
、
34
飛
、
24
金
、 

15
歩
、
同
玉
、
35
飛
、
16
玉
、 

36
飛
、
26
銀
成
、
17
歩
、
15
玉
、 

35
飛
、
25
全
、
16
歩
、
同
玉
、 

17
歩
、
同
馬
、
36
飛
、
26
馬
、 

17
歩
、
同
玉
、
18
歩
、
同
金
、 

37
飛
、
16
玉
、
17
歩
、
同
馬
、 

36
飛
、
27
玉
、
37
飛
、
26
玉
、 

27
歩
、
16
玉
、
36
飛
、
26
馬
、 

17
歩
、
15
玉
、
16
歩
、
同
全
、 

35
飛
、
14
玉
、
15
歩
、
同
金
、 

34
飛
、
25
玉
、
26
歩
、
同
金
、 

36
角
、
15
玉
、
14
飛
迄
99
手
。 

【
協
力
詰
（
ば
か
詰
）
】
先
後
協
力

し
て
最
短
手
数
で
受
方
玉
を
詰

め
る 

一
乗
谷
酔
象―

歩
を
駆
使
し
て
金

銀
の
渋
滞
を
こ
じ
開
け
る
倉
庫

番
。
18
手
目
15
同
銀
で
１
筋
の
、

78
手
目

26
馬
で
２
筋
の
４
枚

縦
列
が
出
現
す
る
の
が
印
象
的
。 

☆
本
作
は
歩
を
駆
使
し
て
金
銀
を

入
れ
替
え
、
18
馬
を
入
手
す
る

パ
ズ
ル
で
す
。
謎
を
解
く
鍵
は

26
銀
。
銀
の
ま
ま
だ
と
邪
魔
な

の
で
、

17
に
移
動
し
て
成
り
、

金
の
性
能
に
し
て
局
面
を
打
開

し
ま
す
。
「
成
」
は
「
将
棋
に
標

準
装
備
さ
れ
た
性
能
変
化
ル
ー

ル
」
な
の
で
す
。 

福
原
徹
彦―

手
が
途
切
れ
な
さ
そ

う
な
手
を
探
し
な
が
ら
詰
ま
せ

ま
し
た
。
歩
18
枚
と
い
う
枚
数

で
成
立
し
て
い
る
の
が
す
ご
い

で
す
ね
。 

(
48
香
配
置
の
意
味

が
気
に
な
り
ま
す)

。 

☆
歩
が
余
っ
て
い
れ
ば
48
香
の
代

わ
り
に
攻
方
32
歩
で
早
詰
を
防

げ
ま
す
。
こ
の
種
の
作
で
は
歩

18
枚
は
少
な
く
感
じ
ま
す
。 

②
龍
角
馬
飛
協
力
自
玉
詰 

10
手 

神
無
太
郎 

 

持
駒 

角 

53
角
、
64
角
、
17
角
成
、
37
飛
、 

同
馬
、
同
角
成
、
91
飛
、
92
飛
、 

31
飛
成
、
同
馬
迄
10
手
。 

【
協
力
自
玉
詰
（
ば
か
自
殺
詰
）
】

先
後
協
力
し
て
最
短
手
数
で
攻
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方
玉
を
詰
め
る 

【
龍
角
馬
飛
】
成
飛
が
角
に
、
成

角
が
飛
の
利
き
と
な
る 

須
川
卓
二―
成
と
不
成
で
駒
種
が

変
わ
る
の
は
目
新
し
い
感
覚
を

感
じ
ま
し
た 

☆
成
る
と
飛
角
が
入
れ
替
わ
る
将

棋
版
「
と
り
か
へ
ば
や
物
語
」
。

一
度
成
っ
た
駒
は
も
う
成
れ
な

い
の
で
、
飛
角
を
成
る
時
期
と

場
所
の
選
択
が
重
要
で
す
。 

占
魚
亭―

２
枚
飛
車
の
形
で
詰
む

の
は
予
想
通
り
。
な
か
な
か
派

手
な
手
順
。 

☆
角
を
飛
に
変
身
さ
せ
る
手
順
に

ヤ
マ
を
張
れ
ば
、
初
手
53
角
は

予
想
で
き
ま
す
が
、
２
手
目
64

角
合
は
最
終
手
を
見
据
え
な
い

と
指
せ
ま
せ
ん
。
作
意
は
盤
を

大
き
く
使
っ
て
飛
角
が
華
麗
に

飛
び
回
り
ま
す
。
飛
と
角
の
変

身
は
計
３
回
。
特
に
２
手
目
の

角
合
が
飛
に
変
身
し
て
と
ど
め

を
刺
す
構
成
は
見
事
で
す
。 

中
澤
宣
幸―

よ
く
こ
ん
な
面
白
い

ル
ー
ル
思
い
つ
き
ま
す
ね
。 

☆
筆
者
も
こ
の
発
想
に
は
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。
ル
ー
ル
だ
け
で
な

く
手
順
も
面
白
く
、
完
成
度
の

高
い
作
品
だ
と
思
い
ま
す
。 

③
杏
玉
多
玉
協
力
自
玉
詰 

11
手

（
受
先
） 

伊
達
悠 

 

持
駒 

銀
香 

22
香
、
29
香
、
19
玉
、
22
香
成
、 

28
玉
、
29
香
、
19
玉
、
23
香
成
、 

39
飛
成
、
28
銀
、
同
龍
迄
11
手
。 

【
杏
玉
】
成
香
が
玉
の
性
能
・
玉

属
性
を
持
つ 

【
受
先
】
受
方
か
ら
指
し
始
め
る 

【
多
玉
】
攻
方
ま
た
は
受
方
が
複

数
の
玉
（
玉
属
性
を
持
つ
駒
）

を
使
用
で
き
る
。
ど
の
玉
に
対

し
て
も
王
手
放
置
は
禁
手
。
王

手
を
外
せ
な
け
れ
ば
詰
み
。 

☆
「
杏
玉
」
は
成
香
が
玉
に
な
る

ル
ー
ル
。
香
は
合
計
４
枚
あ
る

の
で
、「
多
玉
」
ル
ー
ル
も
付
加

さ
れ
て
い
ま
す
。
初
形
に
は
攻

方
玉
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
攻
方

持
駒
に
香
が
あ
る
の
で
、
開
き

王
手
で
成
香
＝
玉
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
、
玉
が
１

枚
で
は
詰
み
ま
せ
ん
。 

中
澤
宣
幸―

成
香
を
２
枚
に
す
れ

ば
王
手
が
防
げ
な
い
。 

作
者
（
抜
粋
）―

「
攻
方
の
ロ
イ

ヤ
ル
属
性
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

持
つ
駒
は
、
初
形
で
は
〝
受
方

の
〟
駒
台
に
乗
っ
て
い
る
」
を

目
指
し
ま
し
た
。 

☆
１
枚
で
も
王
手
が
外
せ
な
け
れ

ば
詰
み
と
な
る
「
多
玉
」
の
性

質
を
活
か
し
、
２
枚
目
の
玉
を

作
る
の
が
正
解
へ
の
鍵
。
足
り

な
い
も
う
１
枚
の
香
は
受
方
に

提
供
し
て
貰
い
ま
す
。
そ
れ
が

初
手
22
香
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん

限
定
で
、
21
香
だ
と
21
香
成
が

31
飛
の
利
き
に
入
る
反
則
と
な

り
ま
す
し
、
23
香
だ
と
２
枚
目

の
成
香
を
作
れ
ま
せ
ん
。 

荻
原
和
彦―

串
刺
し
す
る
側
か
ら

さ
れ
る
側
へ
。
香
の
末
路
哀
し
。 

☆
多
玉
の
代
表
的
手
筋
は
玉
の

「
両
取
り
」
で
す
が
、
本
作
は

「
田
楽
刺
し
」
。
王
手
さ
れ
て
い

る
の
は
23
杏
で
す
が
、
23
杏
が

逃
げ
る
と
22
杏
へ
の
王
手
と
な

る
の
で
受
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

宮
田
敦
史―

難
し
そ
う
だ
っ
た
が

説
明
文
を
読
み
な
が
ら
考
え
始

め
た
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
解
け
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た
。
簡
素
＆
明
快
で
非
常
に
良

し
。 

☆
ル
ー
ル
名
は
複
雑
で
も
狙
い
は

明
快
。
フ
ェ
ア
リ
ー
で
は
そ
ん

な
作
も
多
い
の
で
、
や
や
こ
し

そ
う
な
作
で
も
一
度
は
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。 

④
成
玉
夫
詰 

13
手 

る
か
な
ん 

 

持
駒 

な
し 

23
飛
成
、
同
玉
、
33
王
成
、
同
玉
、 

44
角
成
、
23
玉
、
73
龍
、
14
玉
、 

13
龍
、
25
玉
、
34
馬
、
同
玉
、 

24
龍
迄
13
手
。 

【
成
玉
夫
】
玉
が
成
る
こ
と
が
で

き
、
成
る
と
玉
属
性
を
失
う
。

成
玉
が
取
ら
れ
る
と
相
手
の
持

駒
に
な
ら
ず
に
消
え
る 

☆
将
棋
を
指
し
て
い
て
「
玉
が
な

け
れ
ば
負
け
な
い
の
に
」
と
思

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

王
手
は
放
置
で
き
ま
せ
ん
し
、

自
ら
相
手
の
利
き
に
飛
び
込
む

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
双
玉
作

で
は
そ
れ
を
逆
用
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
場
合
、

こ
れ
は
大
き
な
足
枷
と
な
り
ま

す
。「
成
玉
夫
」
は
玉
が
成
る
と

そ
の
足
枷
が
外
れ
る
ル
ー
ル
。

王
様
が
凡
夫
に
な
り
、
自
由
を

得
る
わ
け
で
す
。
歩
が
成
る
と

「
二
歩
禁
」
の
枷
が
外
れ
る
の

と
同
様
に
考
え
れ
ば
良
い
で
し

ょ
う
。
フ
ェ
ア
リ
ー
チ
ェ
ス
に

はM
a
n

と
い
う
玉
と
同
じ
利
き

を
持
つ
（
し
か
し
玉
属
性
は
な

い
）
駒
が
あ
り
、
そ
れ
に
「
夫
」

の
字
を
割
り
当
て
た
の
が
、
こ

の
ル
ー
ル
名
の
由
来
で
す
。 

須
川
卓
二―

王
成
は
人
生
で
初
め

て
書
い
た
か
も
し
れ
な
い
。 

荻
原
和
彦―

邪
魔
玉
消
去
は
新

鮮
。
玉
損
の
猛
攻
が
功
を
奏
す
。 

☆
こ
の
ル
ー
ル
で
は
入
玉
阻
止
が

至
上
命
題
。
13
飛
成
、
25
玉
、

24
龍
、
16
玉
、
26
龍
だ
と
「
17

玉
成
」
と
い
う
受
け
が
あ
り
ま

す
。
受
方
玉
が
消
え
失
せ
る
詰

将
棋…

…

悪
夢
と
し
か
言
い
よ

う
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

☆
し
か
し
「
玉
成
」
を
活
用
で
き

る
の
は
攻
方
も
同
じ
で
す
。
３

手
目
33
王
成
が
必
殺
の
捨
駒
。

玉
が
成
る
と
玉
属
性
を
失
う
の

で
、
普
通
の
駒
の
よ
う
に
捨
て

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
こ

う
し
て

44
王
を

44
馬
に
置
き

替
え
ま
す
。 

福
原
徹
彦―

後
半
は

13
飛
成
で

詰
む
の
で
す
ね
。 

☆
初
手
か
ら
13
飛
成
、
25
玉
、
34

王
と
す
る
の
は
自
玉
が
相
手
の

利
き
に
入
る
反
則
。
玉
を
馬
に

置
き
替
え
て
お
け
ば
、
そ
れ
を

34
地
点
に
捨
て
て
詰
む
と
い
う

わ
け
で
す
。 

藤
沢
英
紀―

捨
て
ら
れ
る
夫
が
悲

し
い
。 

☆
玉
が
持
駒
に
な
る
と
色
々
不
都

合
な
の
で
、「
夫
」
は
取
捨
て
に

な
る
ル
ー
ル
設
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。「
夫
」
は
攻
防
共
に
強
力

な
駒
な
の
で
、
様
々
な
新
手
筋

が
生
ま
れ
そ
う
で
す
ね
。 

松
田
一
彦―

普
通
詰
将
棋
に
近
い

感
覚
で
解
け
ま
し
た
。 

☆
本
作
は
今
回
最
も
多
く
の
正
解

を
集
め
ま
し
た
。
普
通
詰
将
棋

に
近
い
フ
ェ
ア
リ
ー
は
近
年
で

は
む
し
ろ
貴
重
で
す
。 
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⑤
と
玉
多
玉
協
力
自
玉
詰 

20
手 

た
く
ぼ
ん 

 

持
駒 

な
し 

11
角
成
、
32
玉
、
22
角
成
、
43
玉
、 

21
馬
寄
、
32
歩
、
同
馬
寄
、
53
玉
、 

54
歩
、
64
玉
、

42
馬
、

65
玉
、 

53
歩
成
、
32
飛
、
43
馬
、
55
玉
、 

11
馬
、
22
飛
打
、
33
馬
、
同
飛 

迄
20
手
。 

【
と
玉
】
成
歩
が
玉
の
性
能
・
玉

属
性
を
持
つ 

☆
③
は
成
香
＝
玉
の
ル
ー
ル
で
し

た
が
、
本
作
は
成
歩
＝
玉
と
い

う
ル
ー
ル
。
歩
は
合
計
18
枚
あ

る
の
で
、
「
多
玉
」
ル
ー
ル
も

付
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
③
の
よ

う
に
２
枚
の
玉
を
作
る
の
が
正

解
で
し
ょ
う
か
？ 

作
者―

初
形
２
枚
か
ら
玉
と
飛
２

枚
を
出
現
さ
せ
る
作
品
。 

☆
正
解
は
１
枚
。
玉
の
素
と
な
る

歩
は
合
駒
で
得
る
し
か
な
く
、

こ
れ
を
打
っ
て
成
ら
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
歩
成
は
開
き
王
手
で

な
い
と
玉
が
相
手
の
利
き
に
入

る
反
則
に
な
る
の
で
、
玉
を
作

る
に
は
手
数
を
要
し
ま
す
。
③

は
開
き
王
手
し
易
い
初
形
に
加

え
、「
受
先
」
だ
っ
た
の
で
複
数

の
玉
を
容
易
に
作
れ
ま
し
た

が
、
本
作
で
２
枚
目
の
玉
を
作

る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

☆
次
の
問
題
は
玉
を
作
る
場
所
。

詰
め
易
い
の
は
下
段
で
す
が
、

手
数
が
短
い
の
は
中
段
。
ど
ち

ら
を
目
指
す
か
迷
い
ま
す
が
、

飛
を
２
枚
発
生
さ
せ
て
中
段
で

詰
ま
す
の
が
正
解
で
す
。
こ
の

詰
型
が
非
常
に
見
え
に
く
く
、

正
解
は
１
名
だ
け
で
し
た
。 

某
氏
（
無
解
）―

18
手
？
と
思
っ

た
ら
〝
と
玉
〟
を
〝
ロ
イ
ヤ
ル

と
〟
と
勘
違
い
し
て
ま
し
た
。 

☆
「
と
玉
」
は
「
と
金
を
詰
め
よ
」

で
は
な
く
「
玉
の
性
能
の
と
金

を
詰
め
よ
」
で
す
。
も
し
前
者

な
ら
16
手
で
詰
み
ま
す
。 

11
角
成
、
32
玉
、
22
角
成
、
43
玉
、 

21
馬
寄
、
32
歩
、
同
馬
寄
、
53
玉
、 

54
歩
、

64
玉
、
42
馬
、

65
玉
、 

53
歩
成
、
32
飛
、
43
馬
、
64
玉 

迄
16
手 

☆
ル
ー
ル
に
関
す
る
誤
解
を
生
じ

た
の
は
残
念
で
す
が
、
作
品
自

体
は
文
句
な
し
。
角
が
あ
っ
た

22
・
33
に
飛
が
発
生
す
る
初
形

と
詰
上
り
の
対
比
も
鮮
や
か

で
、
難
解
性
と
様
式
美
が
共
存

す
る
好
作
だ
と
思
い
ま
す
。 

【
総
評
】 

田
中
孝
海―

②
以
下
は
初
め
て
み

る
ル
ー
ル
で
学
習
す
る
の
に
時

間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。 

☆
今
回
は
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
例

題
が
な
く
、
①
も
筆
者
の
想
定

以
上
に
難
解
で
し
た
。
１
題
で

も
正
解
で
き
れ
ば
自
慢
し
て
良

い
と
思
い
ま
す
。 

〔
各
題
の
正
・
誤
・
無
解
者
数
〕 

①
６
０
11
②
４
０
13
③
９
０
８ 

④

11
０
６
⑤
１
１
15 

〔
解
答
成
績
〕（
太
字
５
名
当
選
） 

【
全
題
正
解
】
須
川
卓
二 

【
３
題
】
一
乗
谷
酔
象
、
沖
永
遼

馬
、
駒
井
信
久
、
中
澤
宣
幸 

【
２
題
】
荻
原
和
彦
、
占
魚
亭
、

福
原
徹
彦
、
宮
田
敦
史
、
和
田

裕
之 

【
１
題
】
岩
本
修
、
田
中
孝
海
、

藤
沢
英
紀
、
松
田
一
彦 

【
０
題
ま
た
は
コ
メ
ン
ト
の
み
】

市
原
誠
、
鈴
木
彊
、
竹
園
政
秀 

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

と玉多玉協力自玉詰 20手

玉

角

角

持駒 なし


